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今月の表紙
◎Sweet 10 Aridagawa　2015 オープニングイベント（Ｐ②『Sweet 10 Aridagawa 2015』）◎行灯作り体験

（Ｐ④『なつやすみは、しみずへいこう！』）
今月の主な内容

Ｐ⑥… 平成 26 年度下半期 有田川町の財政事情Ｐ⑧… 有田川町職員採用試験Ｐ⑩… 各種受給者証・認定証 更新手続きについてＰ⑪… 介護保険料が変わりましたＰ⑫… 介護に関する制度のご紹介
Ｐ�～ お知らせ

●臨時福祉給付金受付開始
●税金に関するお知らせ
●後期高齢者医療制度
　被保険者証の色が変わります
●電話工事に伴う
　役場庁舎電話不通について

きらめき　ひろがる　有田川



ま ち の わ だ い

5 月 24 日（日）、有田川町 10 周年を記念した「Sweet 10 Aridagawa 2015」のオープニングイベント
が地域交流センター ALEC にて、開催されました。

カーナ翼・琉球國祭り太鼓の演舞や、漫才「ラフ次元」、有田川町の飲食店で販売されているおしゃれ
スイーツの紹介、10 周年○×クイズ、フリーマーケット、「あなたのスイート 10」と称して 10 にちなん
だ人やモノに集まっていただくなど、内容もりだくさんでした。

今後の Sweet 10 Aridagawa 2015
7月19日（日） “Sweet 10” かなや納涼おしゃるきまつり
8月 2日（日） “Sweet 10” メインイベント

10月 3日（土） “Sweet 10” in コスモスパーク
10月17日（土）・

18日（日）“Sweet 10” 有田川町どんどんまつり

10月28日（水）～
11月 1日（日）“Sweet 10” しみず保田紙行灯アート展

11月15日（日） “Sweet 10” しみずふるさとまつり
12月 5日（土） “Sweet 10” in あらぎ島
2月 7日（日） “Sweet 10” クロージングイベント in あらぎ島

Sweet 10
Aridagawa

２０１５
オープニングイベント
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ま ち の わ だ い
ホタル鑑賞会

あじさいまつり

県知事表彰（農林水産業の振興）受賞

普段なかなか訪れる機会のない、浄化センター。皆さま
はどんなイメージをお持ちでしょうか。

5 月 19 日（火）から 22 日（金）の 4 日間、ALEC 横、
吉備浄化センター「水ホタル」にて、ホタルの鑑賞会が開
かれました。

3 日とも天候にも恵まれ、公共下水道で処理されたきれ
いな水で育ったホタルは、訪れた大勢の人に癒しを与えて
いました。

6 月 14 日（日）、有田川町吉原地区において、第 9 回
あじさいまつりが開催されました。小雨が降る中、地
域の方が大切に育てたあじさい約 4 万本が咲き誇りま
した。

大正琴や、地元の子どもたちによる演奏会、のど自慢
大会、カーナ翼によるよさこいソーラン、消防団による
防災コーナーなど、さまざまな催しがおこなわれました。
訪れた人は思い思いにあじさいを眺めながら楽しんでい
ました。

今年で 63 回目となる県知事表彰。産業振興（農林水産業）
の部門において、有田川町在住の宮地スミ子さんが受賞され
ました。

宮地さんは、有田川町生活研究グループ連絡協議会会長（現）
として、地元農作物を活用した料理大会の開催、小中学校で
の郷土料理や農作物加工の実習指導など、食育普及やふるさ
との味の伝承活動を行うとともに、地域農業資源を活用した
商品化の展開に貢献されました。
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八幡小学校　稲作学習
八幡小学校 3・4 年生があらぎ島での稲作体験を行いま

した。4 月に自分たちでもみまきをした苗を、5 月 14 日
（木）、17 人の児童と、県立有田中央高校清水分校の生徒
9 人がサポートに入り、あらぎ島景観保全保存会と農協
の方の指導で、1 枚の水田に植えました。1 年を通して稲
作学習を深めます。

親子稲作体験 in 清水あらぎ島
5 月 17 日（日）、約 130 人の親子参加者たちが、あら

ぎ島の 3 枚の田に稲を植えました。
道の駅あらぎの里で集合し、そこから約 1km を歩いて

現場入り。農協職員さんの指導のもと、手植えで植えて
いきました。一足入れて「冷たいっ」と言って水田の中
をおぼつかなく歩いていた子も、だんだん慣れて上手に
植えていました。その後、下の河原に降りた参加者はア
マゴのつかみ取りをし、その場で塩焼きしたアマゴをお
弁当と一緒に頬張りました。

今年は小さい子の参加が多く、初夏の日差しを浴びて
気持ちのいい 1 日でした。

清水保育所“ミニあらぎ島”で田植え
“ミニあらぎ島”をご存じですか？
道の駅あらぎの里の前にあるミニ棚田です。
5 月 27 日（水）、清水保育所年長組がこのミニあらぎ島

で田植えをしました。カエルやタニシにも興味いっぱい。
どろんこになりながら一生懸命 稲を植えていきました。

秋の実りが今から待ち遠しい様子でした。

ま ち の わ だ い
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自然に囲まれたふるさと

の原風景、しみずに遊びに

来ませんか？

「木工等体験センター」

では木工体験、「体験交流

工房　わらし」では伝統工

芸品の保田和紙の紙すき体

験とうちわやぞうり作り体験をご用意しています！

田植えも終わり、青々としたあらぎ島も見どころ。

お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

■問い合わせ／	木工等体験センター	 ☎ 0737－ 25－ 0049
	 体験交流工房　わらし	 ☎ 0737－ 25－ 0621
（問い合わせ時間：9時～16時／水・木・祝日は休日）

なつやすみは、しみずへい
こう！

ま ち の わ だ い
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平成 26 年度
下半期 有田川町の財政事情

この財政事情は、条例に基づき町民の皆さまに現況をお知らせし、町財政の実態に
ついてご理解をいただくため、平成 26年度の各会計の予算額、ならびに平成 27年 3
月 31日現在の執行済額についての状況を公表します。

（単位：千円）

歳　 入　 科　 目 26 年度予算額 収 入 済 額 執行率（％） 前年度予算額 前年比増減額

町 税 2 , 9 4 6 , 9 6 9 2 , 9 0 7 , 4 8 8 9 8 . 7% 2 , 9 0 8 , 0 6 2 3 8 , 9 0 7
地 方 譲 与 税 159 , 1 8 8 1 5 9 , 1 8 7 1 0 0 . 0% 1 6 7 , 3 9 9 ▲ 8 , 2 1 1
利 子 割 交 付 金 9 , 2 9 9 9 , 2 9 9 1 0 0 . 0% 1 1 , 3 8 3 ▲ 2 , 0 8 4
配 当 割 交 付 金 31 , 4 6 2 3 1 , 4 6 2 1 0 0 . 0% 1 6 , 8 2 5 1 4 , 6 3 7
株式等譲渡所得割交付金 15 , 1 0 4 1 5 , 1 0 4 1 0 0 . 0% 2 1 , 9 2 4 ▲ 6 , 8 2 0
地 方 消 費 税 交 付 金 267 , 4 6 8 2 6 7 , 4 6 8 1 0 0 . 0% 2 1 9 , 0 0 2 4 8 , 4 6 6
ゴルフ場利用税交付金 36 , 6 3 4 3 6 , 6 3 4 1 0 0 . 0% 3 7 , 1 7 0 ▲ 53 6
自 動 車 取 得税交付金 20 , 0 9 4 2 0 , 0 9 4 1 0 0 . 0% 4 5 , 5 7 8 ▲ 25 , 4 8 4
地 方 特 例 交 付 金 10 , 3 8 4 1 0 , 3 8 4 1 0 0 . 0% 1 0 , 0 1 7 3 6 7
地 方 交 付 税 6 , 8 4 8 , 6 7 7 6 , 8 4 8 , 6 7 7 1 0 0 . 0% 7 , 0 3 9 , 8 3 2 ▲ 19 1 , 1 5 5
交通安全対策特別交付金 3 , 4 3 9 3 , 4 3 9 1 0 0 . 0% 4 , 0 0 9 ▲ 57 0
分 担 金 お よび負担金 188 , 7 1 0 1 6 5 , 2 8 7 8 7 . 6% 2 0 2 , 7 9 5 ▲ 14 , 0 8 5
使 用 料 お よび手数料 128 , 3 4 6 9 3 , 6 2 6 7 2 . 9% 1 3 5 , 8 6 4 ▲ 7 , 5 1 8
国 庫 支 出 金 1 , 4 0 5 , 0 2 2 1 , 0 2 0 , 9 7 4 7 2 . 7% 1 , 0 4 1 , 4 3 1 3 6 3 , 5 9 1
県 支 出 金 1 , 4 4 2 , 5 4 3 6 5 8 , 1 3 7 4 5 . 6% 1 , 6 9 8 , 1 9 9 ▲ 25 5 , 6 5 6
財 産 収 入 101 , 6 4 6 1 0 5 , 2 7 1 1 0 3 . 6% 1 8 , 7 5 6 8 2 , 8 9 0
寄 附 金 2 , 2 2 1 2 , 2 2 0 1 0 0 . 0% 2 , 0 3 1 1 9 0
繰 入 金 156 , 7 2 1 1 , 0 2 0 0 . 7% 3 2 4 , 5 9 1 ▲ 16 7 , 8 7 0
繰 越 金 339 , 5 1 9 3 3 9 , 5 2 0 1 0 0 . 0% 4 8 8 , 8 5 9 ▲ 14 9 , 3 4 0
諸 収 入 231 , 9 2 2 1 6 1 , 5 3 6 6 9 . 7% 2 9 6 , 8 7 8 ▲ 64 , 9 5 6
町 債 1 , 6 1 8 , 2 0 0 5 9 8 , 1 0 0 3 7 . 0% 2 , 8 9 0 , 4 0 0 ▲ 1 , 2 7 2 , 2 0 0

合　　　計 15 , 9 6 3 , 5 6 8 1 3 , 4 5 4 , 9 2 7 8 4 . 3% 1 7 , 5 8 1 , 0 0 5 ▲1 , 6 1 7 , 4 3 7

歳 　出　 科　 目 26 年度予算額 支 出 済 額 執行率（％） 前年度予算額 前年比増減額

議 会 費 113 , 0 6 1 1 1 1 , 9 6 5 9 9 . 0% 1 1 1 , 8 3 0 1 , 2 3 1
総 務 費 1 , 2 6 7 , 7 3 4 1 , 0 3 5 , 4 5 7 8 1 . 7% 1 , 2 9 1 , 2 0 0 ▲ 23 , 4 6 6
民 生 費 3 , 8 7 9 , 8 3 3 2 , 7 3 2 , 7 8 5 7 0 . 4% 3 , 6 8 7 , 5 5 9 1 9 2 , 2 7 4
衛 生 費 1 , 2 2 0 , 1 6 6 9 2 6 , 8 3 3 7 6 . 0% 1 , 2 3 1 , 2 9 8 ▲ 11 , 1 3 2
労 働 費 44 , 4 8 3 3 5 , 9 7 8 8 0 . 9% 5 8 , 2 7 9 ▲ 13 , 7 9 6
農 林 水 産 業 費 1 , 3 8 2 , 9 1 1 7 5 6 , 2 5 4 5 4 . 7% 1 , 8 0 4 , 3 1 5 ▲ 42 1 , 4 0 4
商 工 費 192 , 9 2 7 1 7 8 , 0 7 3 9 2 . 3% 2 4 6 , 7 3 8 ▲ 53 , 8 1 1
土 木 費 1 , 1 7 9 , 1 4 7 5 1 6 , 5 4 8 4 3 . 8% 1 , 2 0 5 , 2 7 7 ▲ 26 , 1 3 0
消 防 費 885 , 8 9 9 6 5 1 , 1 2 2 7 3 . 5% 1 , 6 6 3 , 4 7 7 ▲ 77 7 , 5 7 8
教 育 費 1 , 1 7 3 , 2 4 9 1 , 0 6 1 , 8 1 4 9 0 . 5% 1 , 8 5 6 , 5 8 1 ▲68 3 , 3 3 2
災 害 復 旧 費 665 , 9 3 6 2 7 9 , 4 1 5 4 2 . 0% 3 7 9 , 0 6 7 2 8 6 , 8 6 9
公 債 費 2 , 4 8 9 , 1 6 3 2 , 4 8 9 , 0 5 7 1 0 0 . 0% 2 , 6 5 6 , 1 0 4 ▲ 16 6 , 9 4 1
諸 支 出 金 1 , 1 1 8 , 3 0 8 1 0 0 , 0 8 2 8 . 9% 1 , 1 3 1 , 0 7 0 ▲ 12 , 7 6 2
予 備 費 350 , 7 5 1 0 0 . 0% 2 5 8 , 2 1 0 9 2 , 5 4 1

合　　　計 15 , 9 6 3 , 5 6 8 1 0 , 8 7 5 , 3 8 3 6 8 . 1% 1 7 , 5 8 1 , 0 0 5 ▲1 , 6 1 7 , 4 3 7
※上記の予算額には、前年度からの繰越事業分も含まれています。

26年度は、前年度予算額と比較して約 16億の減額となりました。
減額となった主な要因は、農林水産業費の農村総合整備事業の減少や農山漁村活性化支援プロジェクト（あ
さぎり周辺整備）交付金事業および消防費の消防庁舎建設事業、教育費の吉備中学校建築事業がH25
年度で終了したため、減額となりました。

　一般会計予算の執行状況　

問い合わせ
企画財政課

平成26年度
一般会計の
特 徴
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◇基金と借入金（地方債）の状況◇
平成２7年３月末での町全体の基金現在高は
103 億 6,125 万円となり、前年度より 10 億
8,973 万円の増額となりました。
その中でも公共施設の新築、改築および改修
整備に必要な財源に充てるための公共施設整備
基金が 7億 4千 5百万円の増額となりました。
また、地方債の借入現在高については、348
億 283 万円で、前年度より 1億 2,672 万円の
減額となりました。全会計の中で公共下水道事
業特別会計が公共下水道整備により増額となり
ましたが、それ以外の会計で減額となりました。
一般会計では合併特例事業債が増額となりま
したが、それ以外の地方債は償還終了などに
よって減額となりました。

　一般会計及び特別会計の予算執行状況　 （単位：千円）

会　 計　 区　 分 26 年度予算額 収入済額 収入執行率（％） 支出済額 支出執行率（％）
一 般 会 計 15 , 9 6 3 , 5 6 8 1 3 , 4 5 4 , 9 2 7 8 4 . 3% 1 0 , 8 7 5 , 3 8 3 6 8 . 1%
国民健康保険事業特別会計 3 , 8 0 7 , 4 5 2 3 , 3 0 7 , 1 3 7 8 6 . 9% 3 , 4 9 0 , 2 4 9 9 1 . 7%
後期高齢者医療特別会計 726 , 4 3 2 3 3 6 , 6 3 2 4 6 . 3% 6 8 4 , 8 8 8 9 4 . 3%
介護保険事業特別会計 2 , 8 6 6 , 3 1 3 2 , 3 3 6 , 1 3 8 8 1 . 5% 2 , 6 3 9 , 8 9 6 9 2 . 1%
簡易水道事業特別会計 890 , 3 1 0 3 4 4 , 4 5 4 3 8 . 7% 6 3 6 , 4 7 3 7 1 . 5%
農業集落排水事業特別会計 278 , 5 7 1 5 0 , 5 0 4 1 8 . 1% 2 4 9 , 0 7 5 8 9 . 4%
簡易排水事業特別会計 2 , 0 7 2 8 1 2 3 9 . 2% 1 , 8 5 2 8 9 . 4%
浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 8 , 5 6 2 4 , 6 5 9 5 4 . 4% 6 , 0 0 7 7 0 . 2%
かなや明恵峡温泉特別会計 67 , 6 1 1 6 2 , 4 0 8 9 2 . 3% 6 5 , 9 8 2 9 7 . 6%
特別養護老人ホーム等事業特別会計 1 , 4 1 6 4 1 6 2 9 . 4% 4 1 6 2 9 . 4%
公共下水道事業特別会計 1 , 4 6 0 , 3 1 1 6 1 2 , 7 8 6 4 2 . 0% 9 1 9 , 4 6 2 6 3 . 0%
岩倉財産区管理会特別会計 57 0 0 . 0% 4 5 7 8 . 9%
粟生財産区管理会特別会計 534 5 3 5 1 0 0 . 2% 0 0 . 0%
城山山林財産区管理会特別会計 1 , 8 7 3 1 , 8 7 4 1 0 0 . 1% 0 0 . 0%
八幡山林財産区管理会特別会計 1 , 2 4 3 1 , 4 0 2 1 1 2 . 8% 1 , 0 3 4 8 3 . 2%
安諦山林財産区管理会特別会計 11 3 1 1 3 1 0 0 . 0% 0 0 . 0%

合　　　計 2 6 , 0 7 6 , 4 3 8 2 0 , 5 1 4 , 7 9 7 7 8 . 7% 1 9 , 5 7 0 , 7 6 2 7 5 . 1 %

（単位：千円）

区　分 収入予算額 収入済額 収入執行率（％） 支出予算額 支出済額 支出執行率（％）
水道事業会計
（収益的） 438 , 7 7 0 4 5 9 , 2 7 9 1 0 4 . 7% 4 5 7 , 3 4 9 4 2 2 , 6 5 3 9 2 . 4%

水道事業会計
（資本的） 240 , 6 0 0 1 8 6 , 8 2 7 7 7 . 7% 4 9 4 , 5 3 4 3 5 5 , 7 7 0 7 1 . 9%

　基金（貯金）の状況　

区　　　分 基金現在高
財 政 調 整 基 金 40 億 5 , 8 5 5 万円　
減 債 基 金 3 億 6 , 0 9 8 万円　
そ の他特定目的基金 59 億 4 , 1 7 2 万円　

合　　　計 1 0 3 億 6 , 1 2 5 万 円 　

　地方債及び一時借入金の状況　
会　　計　　区　　分 借入現在高
一　 般　 会　 計 238 億 4 , 9 2 1 万円　
簡易水道事業特別会計 26 億 6 , 5 7 4 万円　
農業集落排水事業特別会計 18 億 2 , 6 2 7 万円　
簡易排水事業特別会計 658 万円　
浄 化槽事業特別会計 4 , 1 3 7 万円　
公共下水道事業特別会計 55 億 9 , 6 8 6 万円　
水 道 事 業 会 計 8 億 1 , 6 8 0 万円　

合　　　計 3 4 8 億 2 8 3 万 円 　
一時借入金（一般会計および特別会計） 0 千 円 　

　公営企業会計の予算執行状況　

一般会計予算を一人当たりに換算すると…
町 税 負 担 額 107 , 6 2 0 円
一 人 当 た り に 使 わ れ る お 金 582 , 9 7 4 円
町 債 残 高 870 , 9 4 9 円
住民基本台帳人口（平成 27 年３月末現在） 2 7 , 3 8 3 人
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平成28年 4月1日採用
有田川町職員採用試験

一般事務職・保育士・消防職
■申し込み・問い合わせ（一般事務職・保育士）

■申し込み・問い合わせ（消防職）

有田川町役場企画財政課（吉備庁舎 3 階）
〒 643-0021　和歌山県有田郡有田川町大字下津野 2018-4
TEL 0737-52-2111　FAX 0737-52-3210　http://www.facebook.com/Aridagawa.Recruit

有田川町消防本部　消防総務課　http://www.town.aridagawa.lg.jp/
〒 643-0801　和歌山県有田郡有田川町大字庄 1042
TEL 0737-52-5950　E-Mail fire119@town.aridagawa.lg.jp

1．職種および採用予定人員

2− 1．受験資格（一般事務職・保育士）

2− 2．受験資格（消防職）

有田川町では、新しい時代に向け、新しい魅力をもった個性あるまちの創造を目指し、「第 1 次長期総合
計画」の基本理念・目標を実現するため、既成概念にとらわれない創造力豊かな職員を募集します。

いわゆる公務員試験対策は必要ありません。町職員として有田川町のまちづくりに参画したい、個性と
やる気のある皆さまをお待ちしています。

【有田川町が求める職員像】
○アイデアをかたちにする職員　○自ら考え行動できる職員　○チームプレーができる職員
○消防職員として「住民の生命、身体、財産を守る」大切な任務を遂行するため、あらゆる消防事象に立

ち向かう体力、勇気、使命感と誇りを持ち、規律と礼儀を重んじる誠実な人材

職　　種 試験区分 採用予定人員 職　務　内　容

一 般 事 務 職 A（一　　般） 5 人程度 町長部局または教育委員会などの事務B（高校新卒） 1 人程度
保 育 士 4 人程度 各町立保育所、子育て支援センターなどにおける保育業務
消 防 職 4 人程度 消防本部および各消防署における消防業務

職　　種 試験区分 受　験　資　格

一 般 事 務 職 A（一　　般） 昭和 60 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日までに生まれた人
B（高校新卒） 平成 28 年 3 月に高等学校を卒業見込みの人

保 育 士 昭和 50 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人
または平成 28 年 3 月卒業見込みで保育士の資格を取得見込みの人

受　　験　　資　　格
日本国籍を有し、平成 3 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日までに生まれた人

採

用

選

考

基

準

身　長 おおむね 160㎝以上
胸　囲 身長のおおむね 2 分の 1 以上
体　重 おおむね 50㎏以上

視　力 1．矯正視力を含み、両眼で 0.7 以上、かつ、一眼でそれぞれ 0.3 以上
2．赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること

聴　力 正常であること
肺活量 おおむね 3,000㎤以上

その他

1．体質が健全で四肢関節に障害などがなく、諸機能が正常であること
2．精神機能および神経系統に異常がないこと
3．言語明瞭で十分発声ができること
4．職務執行上、支障のある疾患のないこと

居　住　地 受験者の居住地は問いませんが、採用後は管轄区域内（有田川町）
に居住することが必要です。
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3 −１．試験の方法・日時（一般事務職・保育士）

３−２．試験の方法・日時（消防職）

試験（受付）の方法

第 1 次試験

個人面接（20 分程度）
日時／ 8 月 3 日（月）～ 17 日（月）　8 時 30 分～ 17 時 15 分
場所／有田川町役場吉備庁舎 3 階企画財政課
※土日も受け付けます。
下記申込書類をご持参のうえ、ご都合の良い時間にお越しください。

筆記試験
（能力検査 70 分・性格検査 40 分）

日時／ 9 月 27 日（日） 一般事務職 A　　　　　9 時 30 分～
  保育士・一般事務職 B　14 時～
場所／金屋文化保健センター（有田川町金屋 7）
※一般事務職 A のみ全国のテストセンターでの受験も可能です。詳しくは

ホームページや募集案内をご覧ください。
第 2 次試験 自己アピールおよび個人面接 第 1 次試験合格者に別途通知します。
第 3 次試験 個 人 面 接 第 2 次試験合格者に別途通知します。

試　験　の　方　法

第 1 次試験
能力検査 択一式（70 分間）

日時／ 9 月 20 日（日）9 時～
場所／消防本部 2 階会議室消防適性検査 択一式（20 分間）

エントリーシート 記述式（60 分間）
第 2 次試験 体 力 測 定

第 1 次試験合格者に別途通知します。
第 3 次試験 個 人 面 接

身 体 検 査

4．申込手続
●申込書類
①有田川町職員採用試験申込書（顔写真を貼付すること）【一般事務職区分 B 以外すべて】
②履歴書（近畿高等学校統一用紙　その 2・顔写真を貼付すること）【一般事務職区分 B のみ】
③エントリーシート【消防職以外すべて】
④顔写真 1 枚（縦 4㎝横 3㎝／受験申込書と同じもの）【消防職のみ】
※申込書は、有田川町ホームページからダウンロードすることができます。また、吉備庁舎企画財政課でもお渡しします（土・

日・祝日を除く）。申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求（職種名）」と朱書し、92 円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒を必ず同封して、吉備庁舎企画財政課まで請求してください。

●申込受付
上記の申込書類を、消防職以外を受験される方は吉備庁舎 3 階企画財政課まで、消防職を受験される方は消防本部消防総務課

まで本人が直接持参してください。ただし、消防職のみ遠方に居住しているなど、やむを得ず受付期間内に直接持参できない場合に
限り、郵送可とします。

※一般事務職 A、保育士は申込受付時に個人面接を行います。
●受付期間

【一般事務職・保育士】※区分 A・保育士は個人面接を行います。区分 B は申込受付のみです。土日も受け付けます。
8 月 3 日（月）～ 17 日（月）　8 時 30 分～ 17 時 15 分　吉備庁舎 3 階 企画財政課

【消防職】※申込受付のみです。
8 月 3 日（月）～ 17 日（月）　8 時 30 分～ 17 時 15 分　消防本部消防総務課
※消防職で郵送の場合も、締切日必着とします。また、その際は、必ず特定記録郵便または簡易書留郵便とし、封筒の表に「採

用試験申込（消防職）」と朱書してください。これら以外による不着の問題につきましては一切対応いたしかねます。
※締め切り間際は混雑が予想されます。お申し込みはお早めにお願いします。

●日時／ 7 月 19 日（日）　［第 1 回］9：30 ～ 12：00　［第 2 回］13：30 ～ 16：00
  20 日（祝）　［第 3 回］9：30 ～ 12：00　［第 4 回］13：30 ～ 16：00
●場所／有田川町地域交流センター ALEC（有田川町下津野 704 番地）
●内容／有田川町が求める人材像、役場の組織・業務内容、有田川町職員採用試験の特徴、若手職員パネルディスカッション、

若手職員（一般事務職・保育士）とのフリートーク
●定員／各回 25 人（先着順）
●申し込み／メール（b.kikakuzaisei@town.aridagawa.lg.jp）または FAX（0737-52-3210）でお申し込みください。
「お名前（よみがな）」「メールアドレス」「携帯電話番号（任意）」「参加希望日時」「希望職種」「先輩職員に聞いてみ
たいこと（任意）」をご記入のうえ、企画財政課あてに送信してください。折り返し、参加の可否についてメールで
お知らせしますので、携帯電話やスマートフォンに連絡を希望される場合は、有田川町役場からのメール（@town.
aridagawa.lg.jp）が受信できるよう、受信設定をご確認ください。その他、電話などによる受け付けは行いません。

※この採用説明会への参加の有無が選考に影響することは一切ありません。

有田川町職員採用説明会
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現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
7
月
31
日
で
期
限

が
切
れ
ま
す
。
8
月
以
降
の
新
し
い
受
給
者
証
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の
う

え
、
更
新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

該
当
さ
れ
る
方
に
は
事
前
に
案
内
と
申
請
書
用
紙

を
お
送
り
し
ま
す
。

①
申
請
書
／
必
要
事
項
の
記
入
・
押
印
を
忘
れ
ず

に
お
願
い
し
ま
す
。

②
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
／
対
象
と
な
る

方
、
全
員
分
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど

の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

有
効
期
限
が
7
月
31
日
に
な
っ
て
い
る
次
の
認

定
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

役
場
各
窓
口
で
7
月
27
日
以
降
に
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
は
、
世
帯
主
ま
た

は
世
帯
主
か
ら
委
任
を
受
け
た
方
が
、
認
印
と
来

ら
れ
る
方
の
運
転
免
許
証
な
ど
身
元
の
確
認
が
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

所
得
の
変
動
や
世
帯
構
成
の
変
更
な
ど
で
7
月

ま
で
該
当
し
て
い
て
も
8
月
以
降
該
当
し
な
い
場

合
や
、
現
在
該
当
し
て
い
な
く
て
も
8
月
以
降
該

当
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
吉
備
庁

舎
住
民
課
保
険
年
金
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●『
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
』

　

70
歳
未
満
で
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世

帯
の
方

●『
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
』

　

町
県
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
75
歳
未
満
の
方

『
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
』の

更
新
に
つ
い
て

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
交

付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
が

7
月
31
日
に
切
れ
ま
す
の
で
、
7
月
下
旬
に
新
し

い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
郵
送
し
ま
す
。

8
月
か
ら
は
必
ず
こ
の
新
し
い
「
高
齢
受
給
者

証
」
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
】

70
歳
か
ら
医
療
機
関
な
ど
で
お
支
払
い
い
た
だ

く
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
現
役
並
み
所
得
者
は

3
割
、
そ
の
他
の
方
は
2
割
（
た
だ
し
、
特
例
措

置
に
よ
り
誕
生
日
が
昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
の

方
は
「
1
割
」）
と
な
り
ま
す
。
一
部
負
担
金
の

割
合
は
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

『
老
人
医
療
費
受
給
者
証
』
の

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

満
67
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
、
次
の
①
～
⑤

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方
を
対
象
に
し
た
医

療
費
の
助
成
制
度
で
す
。
所
得
や
資
産
の
保
有
状

況
は
毎
年
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
更
新
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
事
前
に
案

内
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
保
険
証
と
認

印
を
ご
持
参
の
う
え
、手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、
資
格
の
適
用
が
遅

れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

『
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
証
』

『
重
度
心
身
障
害
児（
者
）医
療
費
受
給
者
証
』

の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

各種受給者証・認定証の有効期限は、7 月 31 日です。
更新手続きが必要ですので、お忘れなく！

【
受
給
要
件
】

①
世
帯
全
員
の
町
県
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
収
入
の
合
計
が
次
の
基
準
以

下
で
あ
る
こ
と
。（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金

な
ど
あ
ら
ゆ
る
収
入
を
含
む
）

1
人　

1
0
0
万
円

2
人　

1
4
0
万
円

3
人　

1
8
0
万
円

　
（
以
降
1
人
増
え
る
ご
と
に
40
万
円
加
算
）

③
預
貯
金
・
国
債
・
株
式
な
ど
が
３
５
０
万

円
×
世
帯
人
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
現
在
お
住
ま
い
の
土
地
・
家
屋
以
外
の
活

用
で
き
る
資
産
（
田
畑
山
林
な
ど
直
ち
に

処
分
が
難
し
い
も
の
は
除
く
）
を
有
し
て

い
な
い
こ
と
。

⑤
世
帯
以
外
の
方
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。

住 民 課 か ら の お 知 ら せ

問い合わせ／吉備庁舎住民課　保険年金班

10



介護保険制度は、40歳以上の方が納める保険料と国・県・町の負担金でまかなわれています。このうち、
65歳以上の方の介護保険料は、介護サービスにかかる費用などから算出される基準額をもとに、皆さまの
所得に応じて段階的に設定されています。

介護保険料は 3 年に 1 度の見直しが行われます。
平成 24 年度～平成 26 年度までの介護保険料の基準額（月額）4,700 円

平成 27 年度～平成 29 年度までの介護保険料の基準額（月額）5,700 円

段階 計算基礎 対象となる方
保険料

月額 年額

第 1段階 基準額× 0.45

・生活保護を受けている方
・老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の方
・住民税非課税世帯で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円以下の方

2,565 円 30,780 円

第 2段階 基準額× 0.75 ・住民税非課税世帯で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円超 120 万円以下の方 4,275 円 51,300 円

第 3段階 基準額× 0.75 ・住民税非課税世帯で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
120 万円超の方 4,275 円 51,300 円

第 4段階 基準額× 0.90 ・本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者が居る場
合で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円以下の方 5,130 円 61,560 円

第 5段階 基準額 ・本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者が居る場
合で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円超の方 5,700 円 68,400 円

第 6段階 基準額× 1.20 ・本人が住民税課税者で前年の合計所得金額が 120 万円未満の方 6,840 円 82,080 円

第 7段階 基準額× 1.30 ・本人が住民税課税者で前年の合計所得金額が 120 万円以上 190
万円未満の方 7,410 円 88,920 円

第 8段階 基準額× 1.50 ・本人が住民税課税者で前年の合計所得金額が 190 万円以上 290
万円未満の方 8,550 円 102,600 円

第 9段階 基準額× 1.70 ・本人が住民税課税者で前年の合計所得金額が 290 万円以上の方 9,690 円 116,280 円

介護保険料は、原則として特別徴収（年金からの天引き）されています。
特別徴収以外の方は、役場から送付する納付書や口座振替により、納期限までに納付してください。（普通徴収）

特別徴収の方へ
平成 27年度の介護保険料は 3年に 1度の見直しで、基準額が月額 5,700 円に変更されていますが、平

成 27年度 4月期、6月期の介護保険料は前年度の 2月期と同じ金額（基準額が 4,700 円で計算された額）
で徴収させていただいております。
町民税の課税状況が 6月中に確定するため、それ以降に平成 27年度の介護保険料の本算定を行うことと
なります。
4月にさかのぼって保険料の基準額を月額 5,700 円で再計算するため、4月期、6月期の差額分が 8月期
の介護保険料に上乗せされることとなり、8月期の介護保険料が大幅に上昇する場合がありますが、あしか
らずご了承ください。

介護保険料が変わりました
問い合わせ／金屋庁舎長寿支援課　介護保険班
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【介護保険負担限度額】
介護保険の施設サービス（入所）や短期入所サービスを利用された場合、低所得の方は、申請により居

住費や食費について下記の表の負担上限額までの自己負担となります。

区　分

居住費（滞在費）の上限額

食費の上限額ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型個室
多床室

第 1段階
本人および世帯全員が住民税非課
税で老齢福祉年金の受給者
生活保護の受給者

820 円 490 円
（320 円） 0円 300 円

第 2段階
本人および世帯全員が住民税非課
税で、合計所得金額と課税年金収
入額の合計が 80万円以下の人

820 円 490 円
（420 円） 370 円 390 円

第 3段階 本人および世帯全員が住民税非課
税で、第 2段階に該当しない人 1,310 円 1,310 円

（820 円） 370 円 650 円

※（　）内は、特別養護老人ホームに入所または短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の金額にな
ります。
負担の軽減を受けるためには、役場介護保険班に申請し、「介護保険負担限度額認定証」の交付を受ける
必要があります。この認定証の有効期限は、原則申請月の初日（1日）から、7月末までになります。

現在、この認定証をお持ちの方は、7 月末で期限が切れるため、介護保険班より申請案内を送付します。
忘れずに申請してください。

【社会福祉法人などによる生活困難者の利用者負担軽減】
社会福祉法人が、特に生計が困難な利用者に対して、介護サービスを利用した利用者負担の 1割分と食費、

居住費（滞在費）の利用者負担の軽減を実施します。
この軽減を受けるためには、役場介護保険班に申請し（軽減の対象となる所得などの条件があります）、
社会福祉法人などに提示するための「確認証」の交付を受ける必要があります。

介護に関する制度のご紹介
介護保険サービスを利用する低所得の方の負担を軽減する制度です

問い合わせ／金屋庁舎長寿支援課　介護保険班

（※注意）今年度から制度が改正されます。（平成 27年 8月施行）
各認定証を発行する基準として、配偶者（事実婚を含む）の所得や、本人および配偶者の資産状
況（預貯金など）を勘案することになりました。
申請時、本人および配偶者の資産状況などを記入、通帳のコピーなどが必要となります。
また、虚偽の申告により不正に認定証の交付を受け、保険給付を受けた場合、給付額の返還およ
び加算金が課せられることがあります。
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
研修会の
お知らせ

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で介護予防などの相談に
応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる ■日時　7 月 21 日（火）
10：30 〜 12：00 ころ
■場所　金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽にご参加ください！

「認知症サポーター養成講座」を受けた人が「認知症サポーター」です。 認知症サポー
ターは、なにかを特別にやってもらうものではありません。認知症を正しく理解し、認知
症の方や家族を温かく見守る応援者です。一緒に認知症のこと、学んでみませんか。

日　時／ 7 月 15 日（水） 14:00 ～ 15:00
場　所／有田川町地域交流センター ALEC　研修室 1（有田川町下津野 704）
対　象／どなたでもご参加いただけます
問い合わせ・申し込み／有田川町地域包括支援センター
　金屋　☎ 0737-32-5102　清水　☎ 0737-25-1269

日　時／ 7 月 11 日（土） 13:00 受け付け　13:30 開演（1 時間程度）
場　所／金屋文化保健センター 2 階　文化ホール
対　象／一般の方、医療・福祉関係者
講　師／九鬼清典先生（九鬼クリニック耳鼻咽喉科　院長）
　　　　司会進行および座長／横矢行弘先生（横矢クリニック　院長）
演　題／「食べる」ことの大切さについて
問い合わせ／湯浅保健所　☎ 0737-64-1294
事務局／有田地域介護連携の会　担当：西村　☎ 0737-52-7643
主　催／湯浅保健所・有田地域介護連携の会
　　　　有田川町地域包括支援センター

認知症サポーター養成講座

 講演「食べることは生きること」
～口から食べるということ～

参加費
無料！

口から
食べることは
大切だよ！

食べ過ぎても
だいじょうぶ？

参加費
無料！
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健康みちしるべ

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

炎
天
下
は
も
ち
ろ
ん
、
蒸
し
暑
い
室
内

で
も
、熱
中
症
は
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、真
夏
に
な
る
前
で
も
油
断
は
禁
物
。

梅
雨
の
合
間
に
突
然
気
温
が
上
昇
し
た
日

や
、
梅
雨
明
け
で
急
に
蒸
し
暑
く
な
っ
た

日
な
ど
、
身
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い

時
に
起
こ
り
や
す
い
の
で
要
注
意
で
す
。

高
温
多
湿
で
風
通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
や
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
地
面
か
ら
日
光
の
強
い

照
り
返
し
を
受
け
る
所
な
ど
は
熱
中
症
の

危
険
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
予
防
対
策
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
、身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
っ
て
？

私
た
ち
の
体
は
、
皮
膚
の
血
液
量
を
増

や
し
た
り
、
汗
を
出
し
た
り
し
て
体
温
を

調
節
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
外
気
が
皮
膚
の
温
度
を
超
え

る
と
放
熱
し
に
く
く
な
り
、
ま
た
湿
度
が

高
い
と
汗
の
蒸
発
量
が
少
な
く
な
っ
て
体

温
が
上
昇
し
ま
す
。
体
の
熱
が
十
分
に
放

出
さ
れ
ず
、
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
の
が

「
熱
中
症
」
で
す
。

め
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
体
の
だ
る

さ
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
ひ
ど
い

時
は
意
識
障
害
や
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

●
こ
ん
な
人
は
特
に
注
意
を
！

・
高
齢
者
や
子
ど
も

・
脱
水
状
態
に
あ
る
人

・
生
活
習
慣
病
や
肥
満
の
人

・
日
頃
運
動
を
し
て
い
な
い
人

・
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人

・
病
気
療
養
中
や
体
調
の
悪
い
人

※
背
が
低
い
幼
児
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
、
地
表

か
ら
放
射
熱
を
多
く
受
け
、
体
温
が
高

く
な
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
？

①
喉
が
渇
く
前
に
水
分
を
こ
ま
め
に
と

り
ま
し
ょ
う
。

②
通
気
性
の
よ
い
服
装
を
選
び
、
外
出

時
は
帽
子
や
日
傘
を
使
い
ま
し
ょ

う
。

③
住
居
の
風
通
し
を
よ
く
し
て
、
カ
ー

テ
ン
や
す
だ
れ
を
用
い
て
、
直
射
日

光
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
の
対
処
方
法
は
？

①
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
休
息
を
と

る
。

②
衣
服
を
脱
が
せ
て
体
を
冷
や
す
。　

（
首
、
脇
の
下
、
足
の
付
け
根
を
冷

や
す
と
効
果
的
）

③
水
分
、
塩
分
を
補
給
す
る
。

※
反
応
が
お
か
し
い
、
言
動
が
は
っ
き
り

し
な
い
、
意
識
が
な
い
場
合
は
す
ぐ
に

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより

開　　設　　日
子育て

悩み事相談
月曜日

（要予約） ◇ 9:30 ～ 11:30
◇13:30 ～ 16:30ほっとルーム＆

子育て相談
火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間 ①9:30～11:30　②13:30～15:00 です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第２木曜日 10:00 ～ 11:00
（9 月・10 月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0 ～ 1歳半 奇数月の第 1 金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第 2 金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日 9:30 ～ 11:00

ベビー
マッサージ

講習
（無料）

母と子の健康づくり運動協議会有田支部が実施してくれるベ
ビーマッサージのお誘いです。
◆講師…ロイヤルセラピスト協会認定講師　向山智恵 先生
◆日時…７月 30 日（木）10：00 ～ 11：30
◆場所…子育て支援センター
◆対象…生後 2 カ月ころから1歳ころまでの赤ちゃんとママ
◆定員…20 人（要申し込み）
※子育て支援センターへ申し込んでください。

7 月 30 日（木）のほっとルームは
ベビーマッサージのため、お休みします。

■場所／子育て支援センター（藤並保育所 2 階）
☎ 090－7966－1697　　52－5474［FAX 兼用］
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検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

7 月 1 日（水）8:00 ～ 9:00 ／石垣公民館
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

7 月 5 日（日）8:00 ～ 9:00 ／きびドーム
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

7 月 26 日（日）8:00 ～ 9:00 ／金屋文化保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

8 月 2 日（日）8:00 ～ 9:00 ／城山西小学校体育館
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

7 月 1 日（水）金屋文化保健センター
7 月 7 日（火）清水保健センター
8 月 4 日（火）清水保健センター
8 月 5 日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

7 月 2 日（木）19:30 ～ 20:30 ／粟生小学校体育館
　チェアーエクササイズ

7 月 9 日（木）20:00 ～ 21:00 ／金屋農村センター
　チェアーエクササイズ

7 月 16 日（木）14:00 ～ 15:00 ／清水会館
　チェアーエクササイズ

7 月 24 日（金）14:00 ～ 15:00 ／金屋農村センター
　若返り、リンパエクササイズ

■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況 ※累計は 5 月（26・27 年度）

区　　分 国民健康保険

加入者数（27 年 4 月末） 9,119 人

5 月支払額 3 億 3,250 万  円

累計 41 億 0,327 万  円

1 人当たりの医療費（4 月） 36,462  円

25 年度 1 人当たりの医療費（月） 32,994  円

25 年度 1 人当たりの医療費（年） 395,933  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

7 月 2 日（木）金屋文化保健センター
7 月 6 日（月）清水保健センター
7 月 9 日（木）金屋文化保健センター
7 月 16 日（木）金屋文化保健センター
7 月 23 日（木）金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診［平成 27年 3月生まれ］
　7月 28日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター

10 カ月児健診［平成 26年 8月生まれ］
　7月 7日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター

1 歳 6 カ月児健診［平成 25年 11月生まれ］
　7月 15日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

2 歳児健診［平成 25年 4月生まれ］
　7月 22日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

3 歳 6 カ月児健診［平成 23年 12月生まれ］
　7月 8日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

7 月 6 日（月）「七夕さま」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

7 月 14 日（火）「水遊び」
■場所／清水保健センター

医療費は年々増えています。そのうち、自己負担額を除
いた分の約3割は国保税で、残りの国県町負担となる7
割も本を正せば私たちの税でまかなわれています。医療
保険制度を守り、税負担を少なく．．。私たちのちょっと
した心がけで、その上昇をとめることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻
回受診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～11:00
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

盆
前
に
は
、
し
尿
の
汲
み
取
り
が
大
変

混
雑
し
ま
す
。

盆
ま
で
に
し
尿
の
汲
み
取
り
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
7
月
18
日（
土
）
ま
で
に
、

左
記
の
し
尿
収
集
業
者
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
7
月
18
日（
土
）
を
過
ぎ
る
と
盆
ま
で

に
汲
み
取
り
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

※
盆
の
収
集
業
務
は
、
8
月
13
日（
木
）

～
8
月
18
日
（
火
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

農
繁
期
と
な
り
、
農
園
に
お
い
て
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
の
散
水
・
爆
音
機
の
使
用
・

農
薬
散
布
な
ど
を
行
う
農
家
の
皆
さ
ま
に

お
願
い
で
す
。

最
近
、「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
散
水
の

水
が
道
路
に
飛
び
出
て
、
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
た
り
、
車
な
ど
の
運
転
中
に
危
険
が

生
じ
た
り
す
る
」「
農
薬
が
家
ま
で
飛
散

し
て
く
る
」「
早
朝
か
ら
農
薬
散
布
す
る

の
で
機
械
音
が
う
る
さ
い
。
時
間
を
考
え

て
ほ
し
い
」「
爆
音
機
の
音
が
う
る
さ
い
」

と
い
っ
た
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
農
地
と
住
宅
が
混
在
し
て
い
る
地

域
や
道
路
付
近
に
農
地
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
、次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
道
路
や
住
宅
に
面
し
て
い
る
部
分
の
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
角
度
調
整
や
飛
散
防

止
対
策

○
住
宅
近
く
で
農
薬
を
散
布
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
散
布
日
や
散
布
時
間

な
ど
を
説
明
し
て
お
く

○
爆
音
機
使
用
の
期
間
や
時
間
調
整

周
辺
環
境
に
注
意
し
て
、
地
域
住
民
へ

の
騒
音
な
ど
に
よ
る
迷
惑
を
十
分
に
考
慮

し
、
住
み
よ
い
地
域
に
で
き
る
よ
う
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ゴ
ミ
の
品
質
検
査

【
そ
の
1
】

皆
さ
ま
が
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

（
プ
ラ
ゴ
ミ
）
が
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
る
か
、
ご
存
じ
で
す
か
？

実
は
北
九
州
市
の
製
鉄
所
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
材
料
な
ど
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
す

（
平
成
27
年
度
現
在
）。
再
生
す
る
た
め
に

は
厳
し
く
品
質
が
問
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
製
鉄
所
で
は
日
本
各
地
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
プ
ラ
ゴ
ミ
を
年
１
回
、
排
出
者
の
立

会
い
の
も
と
、
詳
し
く
検
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
ベ
ー
ル
検
査
と
呼
ば
れ
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
（
容
リ
協
）

が
検
査
を
行
う
会
社
に
委
託
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
ベ
ー
ル
検
査
は
6
月
26

日
に
行
わ
れ
、
有
田
川
町
か
ら
も
環
境
衛

盆
前
に
お
け
る

『
し
尿
収
集
』に
つ
い
て

農
家
の
皆
さ
ま
へ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

生
課
職
員
が
立
ち
会
い
ま
し
た
。

検
査
は
大
き
な
シ
ー
ト
の
上
で
ベ
ー
ル

（
プ
ラ
ゴ
ミ
を
俵
状
に
押
し
固
め
た
も
の
）

を
ば
ら
し
、
10
人
程
度
の
作
業
員
が
全
て

の
ゴ
ミ
を
念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま

す
。
全
て
チ
ェ
ッ
ク
し
終
え
る
と
も
う
一
度

方
向
を
変
え
て
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
次
の
よ
う
な
物
を
不
適
合

品
と
し
て
抽
出
し
て
い
き
ま
す
。

○
汚
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

○
Ｐ
Ｅ
Ｔ
製
の
容
器

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
容
器
包
装

○
事
業
系
廃
棄
物

○
そ
の
他
異
物

○
医
療
系
廃
棄
物

○
危
険
品

次
号
へ
続
く
…

■
吉
備
・
金
屋
地
区

　

上
田
衛
生　

☎
５
２
‐
４
５
８
２

　

武
田
清
掃　

☎
３
２
‐
２
３
９
１

■
清
水
地
区

　

武
田
清
掃　

☎
３
２
‐
２
３
９
１
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梅
雨
が
明
け
、
本
格
的
な
夏
の
暑
さ
が

や
っ
て
く
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
海
・
河

川
・
プ
ー
ル
な
ど
で
、
水
に
よ
る
事
故
が
発

生
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
水
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意

し
て
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
は
目
を
離
さ
な
い

よ
う
に
し
、
遊
泳
中
や
水
遊
び
中
は
大

人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う
。

・
気
象
状
況
に
注
意
し
、
天
候
の
変
化
に

応
じ
、
遊
泳
や
川
岸
な
ど
で
の
キ
ャ
ン

プ
を
中
止
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
後
や
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き

は
、
遊
泳
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

も
う
す
ぐ
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
夏
休
み
が
来
ま
す
。

し
か
し
、
夏
に
つ
き

も
の
の
花
火
は
、火
薬
を
使
用
し
て
お
り
、

炎
が
噴
き
出
し
た
り
急
激
に
燃
焼
す
る
こ

と
か
ら
、
思
わ
ぬ
事
故
に
結
び
つ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
花
火
の
時
の
10
の
約
束
！

①
説
明
書
を
見
て
遊
び
方
を
守
る
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い
。

③
正
し
い
位
置
で
持
つ
。

④
風
の
強
い
時
は
中
止
す
る
。

⑤
水
を
用
意
し
完
全
に
消
火
す
る
。

⑥
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

⑦
1
本
ず
つ
遊
ぶ
。

⑧
正
し
い
位
置
に
正
し
く
点
火
。

⑨
花
火
を
の
ぞ
か
な
い
。

⑩
分
解
し
た
り
ほ
ぐ
さ
な
い
。

遊
び
方
を
間
違
え
る
と
火
災
に
つ
な

が
っ
た
り
、
着
衣
着
火
に
よ
る
火
傷
や
ケ

ガ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

10
の
約
束
を
守
っ
て
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
。

A
E
D自

動
体
外
式
除
細
動
器

A
E
D
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
10
年
経
過
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ま
わ

り
に
も
徐
々
に
A
E
D
の
設
置
が
進
ん

で
い
ま
す
。

A
E
D
で
命
を
救
わ
れ
る
人
は
確
実

に
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
に
一
般
住
民
が
A
E
D
に

よ
る
除
細
動
を
実
施
し
た
症
例
8
8
1

件
。
こ
の
う
ち
3
6
5
人
（
約
4
割
）

が
助
か
り
、
そ
の
8
割
が
社
会
復
帰
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
に
目
撃
さ
れ

た
心
停
止
症
例
約
2
万
4
0
0
0
件

に
対
し
、
A
E
D
が
実
際
に
利
用
さ

れ
た
割
合
は
わ
ず
か
3
パ
ー
セ
ン
ト
。

現
場
近
く
に
A
E
D
が
な
か
っ
た

り
、
あ
っ
て
も
使
わ
な
か
っ
た
り
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
が
A
E
D
を
使
え
た
ら
。

あ
な
た
が
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
を
で
き
た
な
ら
。

救
え
る
命
は
も
っ
と
あ
る
！

目
の
前
で
大
切
な
人
が
突
然
倒
れ
た

時
、
あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
？

消
防
署
で
は
、
中
学
生
以
上
を
対

象
に
、
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
法
）
と

A
E
D
取
扱
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
習
会
の
申
し
込
み
は
各
消
防
署

ま
で
。

吉
備
金
屋
消
防
署
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清
水
消
防
署　
　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
6
件

救　
　

急
…
…
…
…
5
9
7
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
8
件

（
平
成
27
年
5
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

水
に
よ
る
事
故
に
注
意

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
花
火
！

17



こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

初夏の運動会・体育祭 ～みんなと力を合わせて～

藤並小学校

御霊小学校

吉備中学校

城山西小学校

田殿小学校 金屋中学校

運動会特有の華やかな雰囲気の中、子どもたちは力いっぱいがんばり、見る人たちに感

動を与えました。力を出し切った子どもたちの顔は、とても晴れ晴れとしていました。

『あきらめず最後までやりぬこう !!』
快晴の中、子どもたちはスローガンを胸に

さまざまな種目に取り組みました。

『頂点～仲間とともに　かけ上がれ～』
3 年生を中心に生徒たちは一致団結し、思

う存分に力を発揮しました。また、保護者の
方も参加し大いに盛り上がりました。
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新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

一 般 書
　小　説　

『ブックのいた街』 関口 尚 // 著

『モダン』 原田マハ // 著

『いまのはなんだ？地獄かな？』 花村 萬月 // 著

『ボーイミーツガールの極端なもの』
 山崎ナオコーラ // 著

『ヒア・カムズ・ザ・サン』 小路 幸也 // 著

『明日の色』 新野 剛志 // 著

『過ぎ去りし王国の城』 宮部 みゆき // 著

『森は知っている』 吉田 修一 // 著

　くらし　

『奨学金借りる？借りない？見極めガイド』
 久米 忠史 // 著

『明日着る服』 高階 百合子 // 著

『荻原博子のどんと来い、老後！』
 荻原 博子 // 著

『DYI で暮らすインテリアの本』
 日本ヴォーグ社

『自然災害から人命を守るための防災教
育マニュアル』 柴山 元彦 // 著

『変わらないために変わり続ける』
 福岡 伸一 // 著

『よくわかる多肉植物の育てかた』
 田辺 正則 // 監修

　健　康　

『滋養ごはん』 池田 陽子 // 薬膳監修

『脳が目覚める！けん玉レッスン』
 白澤 卓二・日本けん玉協会 // 監修

『睡眠障害のなぞを解く』 櫻井 武 // 著

児 童 書
『ごはん』 平野 恵理子 // 作

『絵本で学ぶイスラームの暮らし』
 松原 直美 // 著

『夏目漱石、読んじゃえば？』 奥泉 光 // 著

『よるのかえりみち』 みやこし あきこ // 著

『けんかともだち』 丘 修三 // 作

『よのなかを変える技術』 今 一生 // 著

７月の移動図書館
 １日（水） 安諦小学校 13:00～13:30

 ２日（木） 久野原小学校 13:15～13:30

 ３日（金） こころの医療センター 14:30～15:00

 西ケ峯小学校 15:40～16:00

 ７日（火） 城山西小学校 13:00～13:25

 ８日（水） 石垣小学校 13:00～13:20

10 日（金） 八幡小学校 13:00～13:45

13 日（月） 西ケ峯小学校 15:40～16:00

14 日（火） 鳥屋城小学校 12:50～13:20

15 日（水） 田殿小学校 13:00～13:30

17 日（金） こころの医療センター 14:30～15:00

21 日（火） 城山西小学校	 13:00～13:25

7 月のイベント
おはなしマラソン
11 日（土）　金屋図書館　10:00～10:30

ブックラザ
（親子創作造形遊び）：2 ～ 4 歳の親子対象
23 日（木） 金屋図書館　10:00 ～ 11:00
プログラム／ びっくりおばけに会えるかな？
 「ばけばけばけばけばけたくん」

おひざでだっこのおはなし会
（わらべうた教室）：0 ～ 2 歳児対象
14 日（火）　金屋図書館　10:00 ～ 11:00
プログラム／夏のひととき（みつろうねんど）

JR 藤並駅 2 階
　ちいさな駅美術館　～ Ponte del Sogno ～

『かみなりどんがやってきた』
『なんでやねん』　　　原画展

7 月 1日（水）〜 7 月 31日（金）
※最終日は 15:00 で終了

19



5
月
11
日
（
月
）、
人
権
機
関
有
田
川

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
重
点

テ
ー
マ
は
「
戦
後
70
年
の
今　

平
和
に
つ

い
て
考
え
よ
う
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

人
権
啓
発
標
語
募
集

◆
応
募
対
象

有
田
川
町
に
在
住
、
も
し
く
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

◆
内
容

「
平
和
」「
友
達
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

標
語

◆
応
募
方
法

作
品
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

学
校
名
・
学
年
（
学
生
の
場
合
）、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
載
し
、
次
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※
応
募
は
一
人
一
作
品
で
す
。

◆
応
募
先

〒
6
4
3
‐
0
1
5
3

有
田
川
町
中
井
原
1
3
6
番
地
2

有
田
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内

人
権
機
関
有
田
川
事
務
局

電
話
番
号　

５
２
‐
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

３
２
‐
４
８
２
７

※
応
募
は
F
A
X
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
応
募
期
間

7
月
7
日（
火
）
～
9
月
2
日（
水
）

◆
賞一

般
の
部
（
高
校
生
含
む
）・
中
学
生

の
部
・
小
学
生
の
部
の
3
部
門
で
若
干
数

選
考
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

◆
展
示

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、広
報
紙
掲
載
、

文
化
祭
な
ど
で
の
展
示
、
人
権
標
語
作
品

集
の
作
成
な
ど
啓
発
に
広
く
活
用
い
た
し

ま
す
。

◆
そ
の
他

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、

主
催
者
が
応
募
者
の
承
諾
を
得
ず
、
啓
発

用
教
材
な
ど
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま

せ
ん
。

人
権
講
演
会
レ
ポ
ー
ト
か
ら

5
月
30
日（
土
）
き
び
ド
ー
ム
に
て
、

石
田
英
司
氏
に
よ
る
「
も
っ
と
知
り
た
い

社
会
問
題
」
と
題
し
て
の
講
演
会
が
あ
っ

た
。
石
田
氏
は
毎
日
放
送
の
番
組
「
ち
ち

ん
ぷ
い
ぷ
い
」
で
知
名
度
が
高
く
、
講
演

内
容
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

講
演
は
「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」
の
制
作
内

容
に
か
か
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
経
済
活

動
に
関
す
る
お
話
、
最
後
に
参
会
者
か
ら

の
質
問
に
答
え
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

番
組
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス

を
昼
間
の
番
組
と
し
た
こ
と
や
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
発
達
障
害

に
関
す
る
こ
と
を
初
め
て
テ
レ
ビ
で
取
り

上
げ
た
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
た
。
経
済
活

動
に
つ
い
て
は
、
外
国
為
替
レ
ー
ト
の
動

向
を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
ど
う
対
応
す
べ

き
か
話
さ
れ
た
。

質
疑
応
答
は
、
国
の
債
務
・
県
民
と
し

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
・

預
金
封
鎖
の
質
問
が
出
さ
れ
、
全
て
経
済

活
動
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

全
体
と
し
て
、
人
権
と
い
う
よ
り
経
済

面
を
主
に
話
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
が
、

生
活
保
護
制
度
な
ど
と
い
う
最
低
制
度
の

生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
金
銭
に
関
係
し

た
制
度
も
あ
り
、
経
済
も
人
権
と
い
う

フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

お
知
ら
せ

7
月
16
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間
／
13
時
～
16
時

人
権
だ
よ
り
　
115

今
年
度
重
点
テ
ー
マ

　「
戦
後
70
年
の
今

平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
に
決
定
！

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

その島を選んだのは、憎しみか、日本人の誇りか
終戦から５ヶ月、佐渡の地に舞い降りた一機の英国機が運んだものは―
70 年の時を経て今蘇る戦争と国境を越えた感動の実話

日時／ 7 月 11 日（土）13 時 30 分〜
場所／清水文化センター
※入場は無料ですが、整理券が必要です。

飛べ！ダコタ

人権映画会のお知らせ

監督：油谷誠至　
出演：比嘉愛末・窪田正孝
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まちのデータ
（平成 27 年 5 月末日現在）

人口 27,376 人

男 12,866 人

女 14,510 人

10,429 世帯

交通事故発生件数
（5月中、物損含む）

有田川町 54 件
死者 1人　負傷 5人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 － 5356
ＡＬＥＣ（ アレック） 52 － 4730

環 境 セ ン タ ー 52 － 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 － 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 － 4882
有 田 聖 苑 52 － 3055
子 育て支 援センター { 52 － 5474

090-7966-1697
有田川町少年センター 52 － 8744

相 

談

◆
◆
◆

7
月
の
行
政
相
談

●
7
月
23
日（
木
）

・
二
川
住
民
セ
ン
タ
ー

9
時
～
11
時
30
分

・
粟
生
区
集
会
所

13
時
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

福 

祉

◆
◆
◆

臨
時
福
祉
給
付
金
の

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

平
成
26
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
26
年

4
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、

低
所
得
者
へ
の
負
担
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
臨
時
的
な
給
付
措
置
と
し
て
臨
時

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
6
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
た
だ

し
、
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
支

給
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
支
給
対
象
者

平
成
27
年
1
月
1
日
に
お
い
て
、
有
田

川
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
27
年
度

町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
ま
た
は
ご

自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
者
の
場

合
は
、
支
給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
支
給
額

1
人
に
つ
き
6
0
0
0
円

●
提
出
期
間
お
よ
び
申
請
場
所

期
間
／
平
成
27
年
7
月
1
日（
水
）

　

～
平
成
27
年
10
月
1
日（
木
）

8
時
30
分
～
17
時
15
分

場
所
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
金
屋
庁
舎

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室
・
各
出
張
所

※
土
・
日
・
祝
を
除
く
。
受
付
期
間
中

の
第
2
土
曜
日
・
日
曜
日
は
、
吉
備

庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局
に

て
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

※
必
ず
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
中
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

※
受
付
開
始
当
初
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

福 

祉

◆
◆
◆

児
童
手
当
現
況
届

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

申
請
書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

児
童
手
当
現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
の
所
得
状
況
と
、
6
月

1
日
現
在
の
児
童
養
育
状
況
な
ど
を
把
握

し
、
今
年
度
も
受
給
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
6
月
期
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
封
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
申
請
書
に
つ
き
ま
し
て
も
、
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
記
載
事
項
、
添
付

書
類
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
、
早
急
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
・
子
育
て
世
帯
特
例
給
付
金
申

請
書
の
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
5
月

下
旬
こ
ろ
に
郵
送
で
通
知
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
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税 

金

◆
◆
◆

国
民
健
康
保
険
税
第
1
期
の
納
付

7
月
31
日（
金
）
ま
で
に

国
民
健
康
保
険
税
第
1
期
分
の
納
期
限

は
、
7
月
31
日
（
金
）
で
す
。　

納
期
限

を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
日
数
に
応
じ
て
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

　
　
　

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

　
　
　
　

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課（
ふ
か
）限
度
額
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
か
ら
税
制
改
正
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
医
療
分
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
お
よ
び
介
護
納
付
金
分
の
賦

課
限
度
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
分
の
賦
課
限
度
額
が
51
万
円
か
ら

52
万
円
、
支
援
金
分
の
賦
課
限
度
額
が

16
万
円
か
ら
17
万
円
、
介
護
分
の
賦
課
限

度
額
が
14
万
円
か
ら
16
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
か
ら
低
所
得
者
に
対
す
る

軽
減
措
置
の
拡
大
の
た
め
、
2
割
・
5
割

軽
減
の
判
定
基
準
所
得
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
世
帯
の
所
得
基
準
額
は
、
次

の
計
算
方
法
と
な
り
ま
す
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
、
国
保
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
さ
れ

た
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
と
な
っ
た
後
も
、
世
帯
主
が
変
わ
ら

ず
、
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
方
を
い
い

ま
す
。

国
保
の
納
税
義
務
者
、
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
、
お
よ
び
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
が
、
表
の

計
算
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
基
準
額
を

下
回
れ
ば
、
課
税
す
る
均
等
割
・
平
等
割

が
該
当
す
る
割
合
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

軽
減
に
つ
い
て
は
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
原
則
的
に
世
帯
の
対
象
者
全

員
の
方
の
所
得
申
告
な
ど
が
さ
れ
て
い
な

い
と
軽
減
判
定
が
で
き
な
い
た
め
、
未
申

告
者
が
1
人
で
も
い
れ
ば
軽
減
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
収
入
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
所
得
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

軽減割合 軽減判定基準額

2 割 ◎総所得金額の合計が
　33 万円＋（国保被保険者数＋特定同一世帯所属者数）× 47 万円　以下

5 割 ◎総所得金額の合計が
　33 万円＋（国保被保険者数＋特定同一世帯所属者数）× 26 万円　以下

7 割 ◎総所得金額の合計が 33 万円　以下

平成 26 年度 平成 27 年度

医 療 分 51 万円 52 万円

支 援 金 分 16 万円 17 万円

介 護 分 14 万円 16 万円

合 計 81 万円 85 万円
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保
険
証

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
証
の
色
が

「
う
す
い
緑
色
」
か
ら

『
み
ず
色
』
に
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
7
月
31
日
の
有
効
期
限
満
了

に
伴
い
、被
保
険
者
証
（
以
下
、「
保
険
証
」

と
い
う
）
を
更
新
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
『
み
ず
色
』
で
す
。

7
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
順
次
、
簡
易
書
留
郵

便
で
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

●
今
回
お
届
け
す
る
『
み
ず
色
』
の
保
険

証
は
7
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
届
く
ま
で
は
現
在
お
持
ち
の

保
険
証
「
う
す
い
緑
色
」
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。（「
う
す
い
緑
色
」
の
保
険
証

は
平
成
27
年
8
月
1
日
以
降
使
用
で
き

ま
せ
ん
）

●
現
在
お
持
ち
の
保
険
証「
う
す
い
緑
色
」

に
つ
い
て

新
し
い
保
険
証
『
み
ず
色
』
が
お
手

元
に
届
き
次
第
、「
う
す
い
緑
色
」
の

保
険
証
は
、
吉
備
庁
舎
住
民
課
に
お
越

し
の
際
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
ご
自

分
で
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、
住

所
・
氏
名
な
ど
が
他
人
に
知
ら
れ
な
い

よ
う
十
分
ご
注
意
の
う
え
、
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
に
よ

り
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
（
住
民
税
の
課
税
所
得

が
1
4
5
万
円
以
上
の
被
保
険
者
の

い
る
世
帯
の
方
は
、
一
部
負
担
金
の
割

合
が
3
割
と
な
り
ま
す
）。

【
例
】
今
ま
で
1
割
だ
っ
た
方
が
3
割
負

担
に
変
更
と
な
る
場
合
、「
3
割
（
平

成
27
年
7
月
31
日
ま
で
は
1
割
）」
と

表
示
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課

募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
で
は
、
進
学
・
就
職
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
に
、
次
の
コ
ー
ス
の
種
目
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
種
目
［
対
象
者
］

①
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
自
衛
官
へ
）

［
18
歳
以
上
27
歳
未
満
］

②
一
般
曹
候
補
生［
18
歳
以
上
27
歳
未
満
］

③
航
空
学
生
［
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21

歳
未
満
］

④
防
衛
大
学
校
学
生
［
高
卒
（
見
込
み
含

む
）
21
歳
未
満
対
象
］

⑤
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
［
高
卒

（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未
満
対
象
］

⑥
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
（
自

衛
官
候
補
看
護
学
生
）［
高
卒
（
見
込

み
含
む
）
21
歳
未
満
対
象
］

⑦
高
等
工
科
学
校
生
徒
［
中
卒
（
見
込
み

含
む
）
17
歳
未
満
の
男
子
対
象
］

●
自
衛
隊
説
明
会
日
程

○
7
月
26
日（
日
）
10
時
～
16
時

○
8
月
30
日（
日
）
10
時
～
16
時

●
自
衛
隊
説
明
会
会
場

○
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有

田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）
／
有
田
郡
市
在
住
の

方
対
象

○
海
南
市
民
会
館
（
海
南
市
日
方

1
2
7
1
番
地
）
／
海
南
市
・
紀

美
野
町
在
住
の
方
対
象

●
説
明
会
対
象
者
／
15
歳
以
上
で
進
学
・

就
職
に
お
悩
み
の
方
（
中
学
生
の
方
は

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）。

●
説
明
時
間
／
1
人
当
た
り
15
～
30
分

※
入
場
無
料

※
記
載
日
以
外
の
平
日
に
、
自
衛
隊
和
歌

山
地
方
協
力
本
部
有
田
募
集
案
内
所
で

随
時
、
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　
　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　

有
田
募
集
案
内
所

　
　
（
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
‐
２
）

☎
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

　

０
７
０
‐
６
５
８
９
‐
０
３
２
６
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金
年
民
国

◆
◆
◆

が
付
納
の
料
険
保
金
年
民
国

は
き
と
な
難
困

が
万
、
で
態
状
の
れ
忘
め
納
を
料
険
保

族
遺
や
金
年
礎
基
害
障
、
と
る
す
生
発
が

が
合
場
る
な
く
な
れ
ら
け
受
が
金
年
礎
基

。
す
ま
り
あ

険
保
金
年
民
国
で
ど
な
由
理
な
的
済
経

に
合
場
な
難
困
が
と
こ
る
す
付
納
を
料

な
と
予
猶
・
除
免
が
付
納
の
料
険
保
、
は

者
年
若
「
や
」
度
制
除
免
料
険
保
「
る

（
30

り
あ
が
」
度
制
予
猶
付
納
）
満
未
歳

。
い
さ
だ
く
て
し
を
き
続
手
で
の
す
ま

成
平

27

け
付
け
受
の
ど
な
除
免
の
度
年

成
平
は

27
年
7
月
1

、
れ
さ
始
開
ら
か
日

成
平

27
年
7

成
平
ら
か
分
月

28
年
6

分
月

い
行
を
査
審
て
し
と
象
対
を
間
期
の
で
ま

。
す
ま

、
た
ま

2
年
1

さ
で
ま
分
月
の
前
月
カ

料
険
保
り
よ
に
ど
な
業
失
、
で
の
す
ま
き

に
難
困
に
的
済
経
が
と
こ
る
す
付
納
を

は
ど
な
方
る
い
て
し
有
を
間
期
納
未
に
め

。
い
さ
だ
く
談
相
ご■

課
民
住
舎
庁
備
吉
／
せ
わ
合
い
問

案 
内

◆
◆
◆

う
伴
に
事
工
話
電

て
い
つ
に
通
不
話
電
の
舎
庁
場
役

成
平

27
年
7
月
12

事
工
話
電
）
日
（日

に
通
不
時
一
が
話
電
の
へ
場
役
、
め
た
の

。
す
ま
り
な

8
時
30

12

舎
庁
備
吉
は
で
ま
時

、
事
工
話
電
の
）
１
１
１
２
‐
２
５
☎
（

13

17

２
３
☎
（
舎
庁
屋
金
は
で
ま
時

。
す
ま
し
を
事
工
話
電
の
）
１
１
１
３
‐

へ
舎
庁
の
れ
ぞ
れ
そ
、
め
た
の
そ

1

間
時

。
ん
せ
ま
り
が
な
つ
が
話
電
度
程

ご
、
が
す
ま
し
け
か
お
を
便
不
ご
変
大

。
す
ま
し
い
願
お
く
し
ろ
よ
力
協

■

課
務
総
舎
庁
備
吉
／
せ
わ
合
い
問

ら
か
力
電
西
関

い
願
お
の
電
節
の
夏

い
力
協
ご
に
ネ
エ
省
・
電
節
り
よ
頃
日

。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
に
誠
、
き
だ
た

て
し
ま
き
つ
に
し
通
見
給
需
の
夏
の
こ

成
平
（
暑
猛
、
は

25

定
想
を
）
み
並
度
年

く
な
理
無
、
き
続
き
引
、
も
で
合
場
た
し

で
待
期
が
と
こ
る
賜
を
力
協
ご
て
し
続
継

込
り
織
を
）
電
節
た
し
着
定
（
電
節
る
き

ら
か
社
会
力
電
の
本
日
西
中
、
や
と
こ
む

、
は
率
備
予
、
り
よ
に
ど
な
通
融
援
応
の

い
て
れ
さ
と
要
必
限
低
最
に
給
供
の
力
電る

3

。
す
で
し
通
見
る
き
で
保
確
を
％

●有田川町営プールおよび学校プール（清水行政局管内）

プール名
町内小中学生 一般者

期間 時間 期間 時間

7/1

～ 9/10

13:00

～ 15:00

7/25

～ 8/31

15:00

～ 16:00

二川プール

清水プール

安諦小学校
プール

●長谷川プール一般開放（☎ 32－2150）

開　放　期　間 ）月（13/8～）土（4/7………

利　用　時　間………12：00 ～ 16：00

※小学生以下の者が使用するときは、必ず一般成人である責任者

が同伴すること。中学生にあっては、1人では使用しないこと。

※悪天候の場合、開放を中止することがあります。

※電話は開放期間中のみの対応となります。

プール開放について

広告

※沼プール、境川プール、下湯川プール、楠本プール、粟
　生プールは閉鎖しておりますので、お近くの町営プー
　ルをご利用ください。なお、これら５つのプールは水
　質管理をしていませんので、絶対に入らないでください。



し
か
し
な
が
ら
、
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
不
測
の
事
態
に
よ
り
、
電
力
需
給

が
切
迫
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

電
力
需
要
の
想
定
に
お
き
ま
し
て
は
、

定
着
し
た
節
電
と
し
て
３
１
０
万
k
W

（
平
成
22
年
度
の
夏
季
最
大
電
力
の
10
．

0
％
）
を
織
り
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

お
客
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
着
実
な

節
電
・
省
エ
ネ
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
電
力
需
給
の
切
迫
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
は
、
お
客
さ
ま
の
健
康
に
影

響
を
与
え
な
い
範
囲
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機

能
な
ど
の
維
持
や
生
産
活
動
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
、
可
能
な
限
り
の
節
電
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
関
西
電
力
節
電
お
問
い

合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０
‐
１
２
３
‐
０
１
７
１

（
通
話
料
無
料
）

※
受
付
時
間
／
平
日
9
時
～
17
時

（
7
月
1
日
よ
り
開
設
、
土
日
祝
お
よ

び
8
月
13
日
～
15
日
は
除
く
）

※
お
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
一
部
の
I
P
電
話
か
ら
は
、
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
65
回

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

7
月
は
法
務
省
の
主
催
で
、
全
国
的
に

取
り
組
む
強
調
月
間
で
す
。

み
ん
な
で
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
明
る
い
住
み
よ
い

社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と
す
る
運
動
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
運
動
に
取
り
組
ん
で

64
年
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
常
日
頃
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
機
会
に「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
徹
底
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
よ
う
」「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
」
を
行
動

目
標
と
し
、
ま
た
、「
出
所
者
な
ど
の
事
情

を
理
解
し
た
う
え
で
雇
用
す
る
企
業
の
数

を
増
や
す
こ
と
」「
帰
る
場
所
が
な
い
ま
ま

刑
務
所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら

す
こ
と
」
を
重
点
事
項
に
、
こ
の
期
間
に

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
積

極
的
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
田
川
町
社
明
運
動
実
施
委
員
長

中
山
正
隆

有
田
保
護
司
会

有
田
川
町
更
生
保
護
女
性
会

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

7
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限
は
、

23
日（
木
）
で
す
。
口
座
振
替
の
お
客
さ
ま

は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 

血

◆
◆
◆

7
月
の
献
血

●
7
月
6
日（
月
）

・
有
田
川
町
役
場
吉
備
庁
舎

10
時
～
12
時
30
分

・
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ク
ワ

　

有
田
川
店	

14
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

25

広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）広告



ん
ご
う
そ
ん
）」
と
い
う
文
字
や
、「
元
禄
五
年
十
一
月
十
五
日
」

と
い
う
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
裏
に
は
石
塔
の
建

立
に
関
わ
っ
た
願
主
十
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
今
か
ら

約
三
二
〇
年
以
上
も
前
の
一
六
九
二
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

町
内
各
地
に
は
、
庚
申
塔
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
か
つ

て
の
人
々
の
信
仰
を
今
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
が
、
高
瀬
の
庚
申

塔
は
そ
の
中
で
も
古
い
時
代
の
も
の
と
し
て
、
貴
重
な
文
化
遺

産
の
一
つ
で
す
。

庚
申
塔
と
は
、「
庚
申
さ
ん
」
と
も
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
に
広

が
っ
た
庚
申
信
仰
に
伴
い
、
各
地
で
建
て
ら
れ
た
石
塔
で
す
。
庚

申
信
仰
と
は
、
六
十
日
に
一
度
め
ぐ
っ
て
く
る
庚
申
（
か
の
え
さ

る
）
の
日
に
、
人
間
の
体
内
に
い
る
三
尸
（
さ
ん
し
）
と
い
う
虫

が
、
人
が
寝
て
い
る
間
に
体
か
ら
抜
け
出
し
て
天
に
昇
り
、
神
に

そ
の
人
の
悪
事
を
告
げ
、
そ
の
報
告
に
よ
り
寿
命
が
縮
ま
る
と
い

う
道
教
の
思
想
に
由
来
す
る
民
間
信
仰
で
す
。
そ
の
た
め
、
庚
申

の
日
に
は
、
三
尸
が
体
内
か
ら
抜
け
出
さ
な
い
よ
う
に
、
庚
申
様

を
供
養
し
、
共
同
で
飲
食
を
し
た
り
、
語
り
合
い
な
が
ら
寝
な
い

で
夜
を
明
か
し
た
り
す
る
「
庚
申
待
ち
」
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
庚
申
信
仰
は
、
主
に
江
戸
時
代
以
降
に
全
国
的
に

広
ま
り
、
各
地
で
盛
ん
に
庚
申
を
供
養
す
る
石
塔
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

高
瀬
の
庚
申
塔
は
、
役
場
吉
備
庁
舎
前
の
交
差
点
か
ら
東
へ
農

免
道
路
に
入
り
、
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
所
に
お
祀
り
さ
れ

て
い
ま
す
。
北
面
す
る
石
塔
の
正
面
に
は
、
庚
申
信
仰
の
本
尊
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
「
南
無
青
面
金
剛
尊
（
な
む
し
ょ
う
め
ん
こ

高
瀬
の
庚こ
う

申し
ん

塔

そ
の
41
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告


